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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圃場内に設置され、害虫を光により誘引して捕虫する光誘引捕虫システムであって、
　害虫を誘引するための波長３００～４００ｎｍに光波長成分のピークを持つ誘引光を放
射する誘引光源を有し、該誘引光源から放射した誘引光により誘引した害虫を捕獲する、
前記圃場内に設置された光誘引捕虫器と、
　前記誘引光と同じ波長３００～４００ｎｍの光波長成分を持つ光を放射する、前記誘引
光源よりも放射出力の弱い、前記誘引光源への害虫の誘引を補助する補助光源とを備え、
　前記補助光源は、前記圃場内の作物上方であると共に、前記誘引光源よりも高い位置で
あって、前記誘引光源から放射される誘引光の照射範囲内に設置されることを特徴とする
光誘引捕虫システム。
【請求項２】
　前記補助光源の放射出力は、前記誘引光源の１／３０～１／２の出力であることを特徴
とする請求項１に記載の光誘引捕虫システム。
【請求項３】
　前記補助光源は、前記誘引光源から５～１０ｍの範囲に設置されることを特徴とする請
求項２に記載の光誘引捕虫システム。
【請求項４】
　前記補助光源は複数あり、これら複数の補助光源が圃場内の畝または通路に対して並行
方向に２列以上に設置されることを特徴とする請求項１に記載の光誘引捕虫システム。
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【請求項５】
　一つの列内の前記誘引光源の近くにある補助光源と、それとは別の列内の前記誘引光源
の近くにある補助光源との設置間隔は、前記一つの列内の前記誘引光源から遠くにある補
助光源と、前記別の列内の前記誘引光源から遠くにある補助光源との設置間隔よりも狭い
ことを特徴とする請求項４に記載の光誘引捕虫システム。
【請求項６】
　前記補助光源は、周期的に点灯・消灯を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の光
誘引捕虫システム。
【請求項７】
　前記補助光源は複数あり、これら複数の補助光源が前記誘引光源から５～１０ｍ間隔で
設置され、
　これら複数の補助光源は、前記誘引光源から遠くにある補助光源から前記誘引光源の近
くにある補助光源の順に、各補助光源が周期的に点灯・消灯を繰り返すことを特徴とする
請求項６に記載の光誘引捕虫システム。
【請求項８】
　前記誘引光源の位置から前記補助光源を直接見えないようにする前記補助光源の周りに
設置された遮光板をさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の光誘引捕虫システム
。
【請求項９】
　前記補助光源は複数あり、これら複数の補助光源のうち、前記誘引光源の近にある補助
光源は、前記誘引光源から遠くにある補助光源よりも１０ｃｍ以上高く設置されることを
特徴とする請求項１に記載の光誘引捕虫システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、昆虫等の害虫による圃場内の作物への被害を防止するために、圃場内にいる
害虫を光により誘引して捕虫する光誘引捕虫システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、昆虫等の飛翔害虫を光により誘引して捕獲する光誘引捕虫器がある。図１３
に示すように、紫外線（波長が略３００～４００ｎｍの光）は、昆虫に対して高い誘引効
果を持っており、光誘引捕虫器は、昆虫等の飛翔害虫を誘引するための誘引光として、紫
外線に光波長成分のピークを持つ光を放射するようになっている。
【０００３】
　また、このような光誘引捕虫器をスーパーマーケットのような店舗内に設置して、店舗
内の昆虫を誘引捕獲するようにした光誘引捕虫システムが知られている（例えば、特許文
献１参照）。この特許文献１に記載の光誘引捕虫システムでは、複数台の光誘引捕虫器が
店舗内に設置されている。
【特許文献１】特開２００４－２６１１８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、昆虫等の飛翔害虫による圃場内の作物への被害を防止するために、上述した
光誘引捕虫器を圃場内に設置して、圃場内にいる飛翔害虫を光誘引捕虫器により捕虫する
光誘引捕虫システムを構成することが考えられる。
【０００５】
　ところが、１台の光誘引捕虫器を圃場内に設置しただけでは、作物の陰になるなどして
光誘引捕虫器からの光が圃場内全体に行き届かず、このため、光誘引捕虫器の周辺でしか
飛翔害虫の誘引捕獲効果が得られず、圃場内の飛翔害虫を効率よく誘引捕獲することがで
きない。そこで、複数台の光誘引捕虫器を圃場内に設置することにより、飛翔害虫の誘引
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捕獲効果を高めることが考えられるが、このように複数台の光誘引捕虫器を設置したので
は、コストがかかる。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、圃場内の害虫を効率よく誘
引捕獲することを低コストで実現できる光誘引捕虫システムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、圃場内に設置され、害虫を光により誘引
して捕虫する光誘引捕虫システムであって、害虫を誘引するための波長３００～４００ｎ
ｍに光波長成分のピークを持つ誘引光を放射する誘引光源を有し、該誘引光源から放射し
た誘引光により誘引した害虫を捕獲する、圃場内に設置された光誘引捕虫器と、誘引光と
同じ波長３００～４００ｎｍの光波長成分を持つ光を放射する、誘引光源よりも放射出力
の弱い、誘引光源への害虫の誘引を補助する補助光源とを備え、補助光源は、圃場内の作
物上方であると共に、誘引光源よりも高い位置であって、誘引光源から放射される誘引光
の照射範囲内に設置されるものである。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源の放射出
力は、誘引光源の１／３０～１／２の出力であるものである。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項２に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源は、誘引
光源から５～１０ｍの範囲に設置されるものである。
【００１１】
　請求項４の発明は、請求項１に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源は複数あ
り、これら複数の補助光源が圃場内の畝または通路に対して並行方向に２列以上に設置さ
れるものである。
【００１２】
　請求項５の発明は、請求項４に記載の光誘引捕虫システムにおいて、一つの列内の誘引
光源の近くにある補助光源と、それとは別の列内の誘引光源の近くにある補助光源との設
置間隔は、一つの列内の誘引光源から遠くにある補助光源と、別の列内の誘引光源から遠
くにある補助光源との設置間隔よりも狭いものである。
【００１３】
　請求項６の発明は、請求項１に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源は、周期
的に点灯・消灯を繰り返すものである。
【００１４】
　請求項７の発明は、請求項６に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源は複数あ
り、これら複数の補助光源が誘引光源から５～１０ｍ間隔で設置され、これら複数の補助
光源は、誘引光源から遠くにある補助光源から誘引光源の近くにある補助光源の順に、各
補助光源が周期的に点灯・消灯を繰り返すものである。
【００１５】
　請求項８の発明は、請求項７に記載の光誘引捕虫システムにおいて、誘引光源の位置か
ら補助光源を直接見えないようにする補助光源の周りに設置された遮光板をさらに備える
ものである。
【００１６】
　請求項９の発明は、請求項１に記載の光誘引捕虫システムにおいて、補助光源は複数あ
り、これら複数の補助光源のうち、誘引光源の近にある補助光源は、誘引光源から遠くに
ある補助光源よりも１０ｃｍ以上高く設置されるものである。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１の発明によれば、例えば作物の陰になるなどして誘引光源からの誘引光が照射
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されない場所があっても、その場所に補助光源からの光を照射することが可能となるので
、誘引光源からの誘引光が作物の陰になって照射されない場所であって、補助光源からの
光が照射される場所にいる害虫は、補助光源からの光によって、補助光源に誘引される。
そして、補助光源が設置されている場所には、誘引光源からの誘引光が照射されているた
め、補助光源に誘引された害虫は、誘引光源からの誘引光によって、さらに誘引光源に誘
引され、光誘引捕虫器により捕獲される。
【００１８】
　このように、補助光源により、誘引光源からの誘引光が作物の陰になって照射されない
場所にいる害虫を、誘引光源からの誘引光が照射される場所に積極的に誘引して、誘引光
源に誘引・定着・誘導することができ、補助光源を設置せずに１台の光誘引捕虫器を単独
で設置する場合と比較して、圃場内の害虫を効率よく誘引捕獲できる。また、１台の光誘
引捕虫器に加えて、補助光源を設置するだけでよいので、複数台の光誘引捕虫器を設置す
る場合と比較して、害虫を効率よく誘引捕獲できる光誘引捕虫システムを低コストで実現
できる。
【００１９】
　請求項２の発明によれば、補助光源の放射出力を誘引光源の１／３０～１／２の出力と
することにより、補助光源から誘引光源に効果的に害虫を誘引できると共に、誘引光源か
ら補助光源に害虫が逆行することを抑えることができ、より効率よく害虫を誘引捕獲でき
る。
【００２０】
　請求項３の発明によれば、補助光源を誘引光源から５～１０ｍの範囲に設置することに
より、より効果的に補助光源から誘引光源に害虫を誘引できると共に、誘引光源から補助
光源に害虫が逆行することをより効果的に抑えることができ、より効率よく害虫を誘引捕
獲できる。
【００２２】
　請求項４の発明によれば、複数の補助光源を圃場内の畝または通路に対して並行方向に
２列以上に設置することにより、例えば幅の広い圃場においても、効率よく害虫を誘引捕
獲できる。
【００２３】
　請求項５の発明によれば、誘引光源の近くの補助光源の設置間隔を狭くすることにより
、より効果的に害虫を誘引光源に誘引でき、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【００２４】
　請求項６の発明によれば、補助光源が周期的に点灯・消灯を繰り返すことにより、補助
光源の点灯時には、補助光源からの光によって、誘引光源からの光が照射されない場所に
いる害虫を補助光源に誘引でき、そして、補助光源の消灯時には、誘引光源からの光だけ
が照射されることによって、補助光源の点灯時に補助光源に誘引されていた害虫を確実に
誘引光源に誘引できる。従って、より効果的に害虫を誘引光源に誘引でき、より効率よく
害虫を誘引捕獲できる。
【００２５】
　請求項７の発明によれば、誘引光源から遠くにある補助光源から誘引光源の近くにある
補助光源の順に、各補助光源が周期的に点灯・消灯を繰り返すことにより、遠くにある補
助光源から近くにある補助光源へ、さらには、近くにある補助光源から誘引光源へと、よ
り効果的に害虫を誘引光源に誘引でき、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【００２６】
　請求項８の発明によれば、補助光源の周りの遮光板により誘引光源の位置から補助光源
が直接見えないため、誘引光源から補助光源に害虫が逆行することを抑えることができ、
より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【００２７】
　請求項９の発明によれば、誘引光源の近にある補助光源を誘引光源から遠くにある補助
光源よりも１０ｃｍ以上高く設置することにより、より効果的に害虫を誘引光源に誘引で
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き、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明を具体化した実施形態による光誘引捕虫システムについて図面を参照して
説明する。
＜第１の実施形態＞
　まず、第１の実施形態について説明する。図１（ａ）（ｂ）は、第１の実施形態に係る
光誘引捕虫システムの構成を示す。光誘引捕虫システム１は、昆虫等の飛翔害虫による圃
場１０内の作物１１への被害を防止するために、圃場２内にいる飛翔害虫を光により誘引
して捕虫するものである。
【００２９】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を光により誘引して捕虫する１台の光誘引捕虫器２
と、光誘引捕虫器２への飛翔害虫の誘引を補助する２つの補助光源３ａ，３ｂとを備えて
いる。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される圃場１０は、略矩形状をして
いる。
【００３０】
　光誘引捕虫器２は、飛翔害虫を誘引するための誘引光を放射する誘引光源２１と、誘引
光源２１から放射された誘引光を反射する反射板２２と、飛翔害虫を捕虫する捕虫容器２
３と、誘引光源２１に近づいた飛翔害虫を電撃する電撃器（不図示）とを備えており、圃
場１０内の端に設置されている。
【００３１】
　誘引光源２１は、飛翔害虫を誘引するための誘引光として、従来と同様（図１３参照）
に、波長３００～４００ｎｍに光波長成分のピークを持つ光を放射する。反射板２２は、
誘引光源２１から放射された誘引光を圃場１０の中央側に向けて反射する。捕虫容器２３
は、飛翔害虫が電撃器により電撃されて落下する位置に設けられている。捕虫容器２３の
中には、落下した飛翔害虫が脱出できないように、粘着紙又は粘着液が設けられている。
【００３２】
　このような構成の光誘引捕虫器２は、飛翔害虫を誘引するための誘引光を、誘引光源２
１からの直接光及び反射板２２による反射光によって圃場１０内の端から中央側に向けて
照射し、これにより、圃場１０内にいる飛翔害虫を誘引光源２１に誘引する。そして、誘
引光源２１に近づいた飛翔害虫を電撃器により電撃し、落下する飛翔害虫を捕虫容器２３
にて捕虫する。
【００３３】
　補助光源３ａ，３ｂは、各々、光誘引捕虫器２への飛翔害虫の誘引を補助する誘引補助
光として、上記誘引光源２１が放射する誘引光と同じ波長３００～４００ｎｍの光波長成
分を持ち、誘引光源２１が放射する誘引光よりも弱い光を放射する。なお、補助光源３ａ
，３ｂが放射する誘引補助光は、波長３００～４００ｎｍの光波長成分を含んでいればよ
く、波長３００～４００ｎｍに光波長成分のピークを持っている必要はない。また、補助
光源３ａ，３ｂの放射出力（光の発光強度）は、誘引光源２１の１／３０～１／２の出力
にするのが望ましく、このような補助光源３ａ，３ｂとしては、低ワット（ｗ）の紫外線
ランプや紫外線ＬＥＤを利用できる。
【００３４】
　補助光源３ａは、Ｈａの高さに設置されており、補助光源３ｂは、Ｈｂの高さに設置さ
れている。補助光源３ａ，３ｂは、何れも、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、誘引光
源２１による誘引光の照射範囲内に設置されている。また、補助光源３ａ，３ｂは、何れ
も誘引光源２１の設置高さＨｏよりも高い位置に設置されており（Ｈａ，Ｈｂ＞Ｈｏ）、
補助光源３ａの設置高さＨａと補助光源３ｂの設置高さＨｂは略同じになっている。
【００３５】
　さらに、補助光源３ａと補助光源３ｂでは、補助光源３ａの方が誘引光源２１の近くに
設置されている。誘引光源２１に近い方の補助光源３ａは、誘引光源２１からの距離Ｌａ
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が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが
望ましく、誘引光源２１から遠い方の補助光源３ｂは、補助光源３ａからの距離Ｌｂが略
５～１０ｍの範囲で、補助光源３ａからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置す
るのが望ましい。補助光源３ａ，３ｂは、畝１２間に設置されている。
【００３６】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂを常時点灯した状態とされる。
【００３７】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、例えば作物１１の陰になるなどして
光誘引捕虫器２の誘引光源２１からの誘引光が照射されない場所があっても、その場所に
補助光源３ａ，３ｂからの誘引補助光を照射することが可能となる。これにより、誘引光
源２１からの誘引光が照射されない場所にいる飛翔害虫は、補助光源３ａ，３ｂからの誘
引補助光によって、補助光源３ａ，３ｂに誘引される。そして、補助光源３ａ，３ｂは誘
引光源２１からの誘引光の照射範囲内に設置されており、また、補助光源３ａ，３ｂの放
射出力は誘引光源２１の放射出力の弱いため、補助光源３ａ，３ｂに誘引された飛翔害虫
は、誘引光源２１からの強い誘引光によって、さらに誘引光源２１に誘引され、光誘引捕
虫器２により捕獲される。
【００３８】
　このように、光誘引捕虫システム１によれば、補助光源３ａ，３ｂにより、飛翔害虫を
積極的に誘引光源２１に誘引・定着・誘導することができ、補助光源３ａ，３ｂを設置せ
ずに１台の光誘引捕虫器２を単独で設置する場合と比較して、圃場１０内の飛翔害虫を効
率よく誘引捕獲できる。
【００３９】
　しかも、補助光源３ａ，３ｂの放射出力を誘引光源２１の１／３０～１／２の出力とす
ることにより、補助光源３ａ，３ｂから誘引光源２１に効果的に飛翔害虫を誘引できると
共に、誘引光源２１から補助光源３ａ，３ｂに飛翔害虫が逆行することを抑えることがで
き、より効率よく飛翔害虫を誘引捕獲できる。また、誘引光源２１に近い方の補助光源３
ａを、誘引光源２１からの距離Ｌａが略５～１０ｍの範囲に設置することにより、より効
果的に補助光源３ａから誘引光源２１に飛翔害虫を誘引できると共に、誘引光源２１から
補助光源３ａに飛翔害虫が逆行することをより効果的に抑えることができ、より効率よく
飛翔害虫を誘引捕獲できる。さらに、補助光源３ａ，３ｂの設置高さＨａ、Ｈｂを誘引光
源２１の設置高さＨｏよりも高くすることにより、より効果的に飛翔害虫を誘引光源に誘
引でき、より効率よく飛翔害虫を誘引捕獲できる。
【００４０】
　このような構成の光誘引捕虫システム１の実施例を以下に示す。誘引光源２１の放射出
力が２０ｗである光誘引捕虫器２を用いると共に、補助光源３ａ，３ｂに各々５ｗ（誘引
光源２１の１／４の放射出力）の紫外線ランプを用い、光誘引捕虫器２を上記実施形態の
ように圃場１０の端に設置し、また、誘引光源２１の設置高さＨｏ＝１ｍ、補助光源３ａ
の設置高さＨａ＝２．５ｍ、補助光源３ｂの設置高さＨｂ＝２．５ｍ、誘引光源２１から
補助光源３ａまでの距離Ｌａ＝５ｍ、補助光源３ａから補助光源３ｂまでの距離Ｌｂ＝８
ｍとして、上記光誘引捕虫システム１を実施した。
【００４１】
　その結果、補助光源３ａ，３ｂを設置せずに光誘引捕虫器２（誘引光源２１の放射出力
が２０ｗ）を１台だけ設置した場合には、飛翔害虫を２１９匹しか捕獲できなかったのに
対し、本実施例では、飛翔害虫を８９０匹も捕獲することができた。このように、本実施
例では、補助光源３ａ，３ｂを設置せずに１台の光誘引捕虫器２を単独で設置した場合と
比較して、圃場１０内の飛翔害虫の誘引捕獲効果が大幅に向上した。
【００４２】
　なお、上記実施形態において、補助光源は、必ずしも２つ設置する必要はなく、１つだ
け設置してもよく、また、３つ以上設置してもよい。補助光源を１つだけ設置する場合、
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補助光源は、誘引光源２１からの距離が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引
光が照射される範囲内に設置するのが望ましい。また、補助光源を３つ以上設置する場合
、誘引光源２１に最も近い補助光源は、誘引光源２１からの距離が略５～１０ｍの範囲で
、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に、設置するのが望ましく、それ以外の
補助光源は、誘引光源２１に最も近い補助光源と同様に誘引光源２１からの距離が略５～
１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するか、又は他の
補助光源からの距離が略５～１０ｍの範囲内で、他の補助光源からの誘引補助光が照射さ
れる範囲内に設置するのが望ましい。圃場１０の形状は、矩形状に限られず、他の形状で
あってもよい。
【００４３】
＜第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態について説明する。図２は、第２の実施形態に係る光誘引捕虫シ
ステムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される圃場１０は、
上記第１の実施形態よりも長い矩形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫システム１は
、１台の光誘引捕虫器２と、４つの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄとを備えている。
【００４４】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態とは異なり、上記第１の実施形態における反射
板２２（図１（ａ）参照）を備えていない構成となっている。光誘引捕虫器２の他の構成
は、上記第１の実施形態と同様である。光誘引捕虫器２は、圃場１０内の略中央に設置さ
れており、飛翔害虫を誘引するための誘引光を、誘引光源２１からの直接光によって圃場
１０内の略中央から周辺に向けて照射する。
【００４５】
　補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄは、各々、上記第１の実施形態と同様の構成である。
これらの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄは、光誘引捕虫器２の設置位置を中心として、
圃場１０内の両側に分散して設置されている。本実施形態では、光誘引捕虫器２の設置位
置を中心として、一方の側に２つの補助光源３ａ，３ｂが設置されており、他方の側に２
つの補助光源３ｃ，３ｄが設置されている。
【００４６】
　また、これらの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄは、何れも、圃場１０内の作物１１上
方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設置されている。補助光源３ａ，
３ｂ，３ｃ，３ｄの設置高さＨａ，Ｈｂ，Ｈｃ，Ｈｄは、誘引光源２１の設置高さＨｏよ
りも高くなっており（Ｈａ，Ｈｂ，Ｈｃ，Ｈｄ＞Ｈｏ）、また、全て略同じ高さになって
いる。
【００４７】
　補助光源３ａと補助光源３ｂでは、補助光源３ａの方が誘引光源２１の近くに設置され
ている。誘引光源２１に近い方の補助光源３ａは、誘引光源２１からの距離Ｌａが略５～
１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望ましく
、誘引光源２１から遠い方の補助光源３ｂは、補助光源３ａからの距離Ｌｂが略５～１０
ｍの範囲で、補助光源３ａからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置するのが望
ましい。
【００４８】
　また、補助光源３ｃと補助光源３ｄでは、補助光源３ｃの方が誘引光源２１の近くに設
置されている。誘引光源２１に近い方の補助光源３ｃは、誘引光源２１からの距離Ｌｃが
略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望
ましく、誘引光源２１から遠い方の補助光源３ｄは、補助光源３ｃからの距離Ｌｄが略５
～１０ｍの範囲で、補助光源３ｃからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置する
のが望ましい。
【００４９】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄを常時点灯した状態とされる。
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【００５０】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄに
より、上記第１の実施形態と同様に飛翔害虫を積極的に誘引光源２１に誘引・定着・誘導
することができ、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄを設置せずに１台の光誘引捕虫器２を
単独で設置する場合と比較して、圃場１０内の飛翔害虫を効率よく誘引捕獲できる。また
、このような構成の光誘引捕虫システム１、すなわち光誘引捕虫器２を圃場１０の略中央
に設置すると共に補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄを光誘引捕虫器２の両側に分散して設
置する構成の光誘引捕虫システム１は、長さの長い圃場１０に適用する場合に、より効果
的である。
【００５１】
　なお、上記実施形態において、光誘引捕虫器２の一方の側又は他方の側に設置される補
助光源は、２つに限られず、１つだけでもよく、また、３つ以上でもよい。光誘引捕虫器
２の一方の側又は他方の側に設置される補助光源が１つだけの場合、補助光源は、誘引光
源２１からの距離が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲
内に設置するのが望ましい。また、光誘引捕虫器２の一方の側又は他方の側に設置される
補助光源が３つ以上の場合、誘引光源２１に最も近い補助光源は、誘引光源２１からの距
離が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するの
が望ましく、それ以外の補助光源は、誘引光源２１に最も近い補助光源と同様に誘引光源
２１からの距離が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内
に設置するか、又は他の補助光源からの距離が略５～１０ｍの範囲内で、他の補助光源か
らの誘引補助光が照射される範囲内に設置するのが望ましい。また、光誘引捕虫器２の両
側に限られず、光誘引捕虫器２の周囲に複数の補助光源を分散して設置してもよい。圃場
１０の形状は、矩形状に限られず、他の形状であってもよい。
【００５２】
＜第３の実施形態＞
　次に、第３の実施形態について説明する。図３は、第３の実施形態に係る光誘引捕虫シ
ステムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される圃場１０は、
上記第１の実施形態よりも幅が広い矩形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫システム
１は、１台の光誘引捕虫器２と、６つの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆと
を備えている。
【００５３】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【００５４】
　補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、各々、上記第１の実施形態と同様の
構成である。補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、何れも、圃場１０内の作
物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設置されている。補助光
源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆの設置高さは、誘引光源２１の設置高さよりも高
くなっており、また、全て略同じ高さになっている。
【００５５】
　これらの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、圃場１０内の畝１２または
通路１３に対して略並行方向に複数列に設置されている。本実施形態では、補助光源３ａ
，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは２列に設置されており、３つの補助光源３ａ，３ｂ，
３ｃが第１の列を成し、補助光源３ｄ，３ｅ，３ｆが第２の列を成している。
【００５６】
　第１の列の補助光源３ａ，３ｂ，３ｃにおいては、補助光源３ａが最も誘引光源２１に
近く、補助光源３ｂが次に誘引光源２１に近く、補助光源３ｃが最も誘引光源２１から遠
い。また、第２の列の補助光源３ｄ，３ｅ，３ｆにおいては、補助光源３ｄが最も誘引光
源２１に近く、補助光源３ｅが次に誘引光源２１に近く、補助光源３ｆが最も誘引光源２
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１から遠い。補助光源３ａと補助光源３ｄとの距離、補助光源３ｂと補助光源３ｅとの距
離、及び補助光源３ｃと補助光源３ｆとの距離は、略等しくなっている。
【００５７】
　誘引光源２１に最も近い補助光源３ａ，３ｄは、誘引光源２１からの距離が略５～１０
ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望ましく、そ
れ以外の補助光源３ｂ，３ｃ，３ｅ，３ｆは、各々、他の補助光源（３ａ，３ｂ，３ｃ，
３ｄ，３ｅ，３ｆのうちの少なくとも何れか１つ）からの距離が略５～１０ｍの範囲内で
、他の補助光源からの誘引補助光が照射される範囲内に設置するのが望ましい。
【００５８】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆを常時点灯した状態とさ
れる。
【００５９】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，
３ｅ，３ｆにより、上記第１の実施形態と同様に飛翔害虫を積極的に誘引光源２１に誘引
・定着・誘導することができ、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆを設置せず
に１台の光誘引捕虫器２を単独で設置する場合と比較して、圃場１０内の飛翔害虫を効率
よく誘引捕獲できる。また、このような構成の光誘引捕虫システム１、すなわち補助光源
３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆを複数列に設置する構成の光誘引捕虫システム１は
、幅の広い圃場１０（連棟など）に適用する場合に、より効果的である
【００６０】
　なお、上記実施形態において、補助光源は、必ずしも２列に限られず、３列以上に設置
してもよく、また、各列の補助光源は、３つに限られず、２つ以下でもよく、４つ以上で
もよい。圃場１０の形状は、矩形状に限られず、他の形状であってもよい。
【００６１】
＜第４の実施形態＞
　次に、第４の実施形態について説明する。図４は、第４の実施形態に係る光誘引捕虫シ
ステムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される圃場１０は、
上記第３の実施形態と同様の形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫システム１は、上
記第３の実施形態と同様に、１台の光誘引捕虫器２と、６つの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ
，３ｄ，３ｅ，３ｆとを備えている。但し、本実施形態の光誘引捕虫システム１は、補助
光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆの配置構成が上記第３の実施形態と異なってい
る。
【００６２】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【００６３】
　補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、各々、上記第１の実施形態と同様の
構成である。補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、上記第３の実施形態と同
様に、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設
置されている。補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆの設置高さも、上記第３の
実施形態と同様に、誘引光源２１の設置高さよりも高くなっており、また、全て略同じ高
さになっている。
【００６４】
　また、これらの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆは、上記第３の実施形態
と同様に、２列に設置されており、３つの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃが第１の列を成し、
補助光源３ｄ，３ｅ，３ｆが第２の列を成している。
【００６５】
　本実施形態では、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆの配置構成が上記第３
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の実施形態と異なっており、補助光源３ａと補助光源３ｄの距離が、補助光源３ｂと補助
光源３ｅとの距離、及び補助光源３ｃと補助光源３ｆとの距離よりも小さくなっている。
すなわち、第１の列内において誘引光源２１の近くにある補助光源３ａと第２の列内にお
いて誘引光源２１の近くにある補助光源３ｄとの設置間隔が、第１の列内において誘引光
源２１から遠くにある補助光源３ｂ（３ｃ）と第２の列内において誘引光源２１から遠く
にある補助光源３ｅ（３ｆ）との設置間隔よりも狭くなっている。なお、補助光源３ｂと
補助光源３ｅとの距離、及び補助光源３ｃと補助光源３ｆとの距離は、略等しくなってい
る。
【００６６】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、上記第３の実施形態
と同様に光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，
３ｆを常時点灯した状態とされる。
【００６７】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、上記第３の実施形態と同様に、補助
光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆにより、飛翔害虫を積極的に誘引光源２１に誘
引・定着・誘導することができ、圃場１０内の飛翔害虫を効率よく誘引捕獲できる。しか
も、誘引光源２１の近くの補助光源３ａと補助光源３ｄの設置間隔を狭くすることにより
、上記第３の実施形態と比較して、より効果的に飛翔害虫を誘引光源２１に誘引でき、よ
り効率よく飛翔害虫を誘引捕獲できる。
【００６８】
＜第５の実施形態＞
　次に、第５の実施形態について説明する。図５は、第５の実施形態に係る光誘引捕虫シ
ステムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される圃場１０は、
上記第３の実施形態と同様の形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫システム１は、１
台の光誘引捕虫器２と、８つの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３
ｈとを備えている。
【００６９】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、圃場
１０内の隅に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光を圃場１０内の隅から中央側
に向けて照射する。
【００７０】
　補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈは、各々、上記第１の実施
形態と同様の構成である。補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈは
、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設置さ
れている。補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈの設置高さは、誘
引光源２１の設置高さよりも高くなっており、また、全て略同じ高さになっている。
【００７１】
　これらの補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈは、光誘引捕虫器
２の設置位置を中心として、放射状に複数列に設置されている。本実施形態では、補助光
源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈは３列に設置されており、３つの補
助光源３ａ，３ｂ，３ｃが第１の列を成し、３つの補助光源３ｄ，３ｅ，３ｆが第２の列
を成し、２つの補助光源３ｇ、３ｈが第３の列を成している。
【００７２】
　すなわち、本実施形態では、第１の列内において誘引光源２１の近くにある補助光源３
ａと第２の列内において誘引光源２１の近くにある補助光源３ｄとの設置間隔が、第１の
列内において誘引光源２１から遠く（２番目に誘引光源の近く）にある補助光源３ｂと第
２の列内において誘引光源２１から遠く（２番目に誘引光源の近く）にある補助光源３ｅ
との設置間隔よりも狭くなっている。
【００７３】
　また第２の列内において誘引光源２１の近くにある補助光源３ｄと第３の列内において
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誘引光源２１の近くにある補助光源３ｇとの設置間隔も、第２の列内において誘引光源２
１から遠く（２番目に誘引光源の近く）にある補助光源３ｅと第３の列内において誘引光
源２１から遠くにある補助光源３ｈとの設置間隔よりも狭くなっている。
【００７４】
　さらに、第１の列内において２番目に誘引光源２１の近くにある補助光源３ｂと第２の
列内において２番目に誘引光源２１の近くにある補助光源３ｅとの設置間隔が、第１の列
内において誘引光源２１から最も遠くにある補助光源３ｃと第２の列内において誘引光源
２１から最も遠くにある補助光源３ｆとの設置間隔よりも狭くなっている。
【００７５】
　誘引光源２１に最も近い補助光源３ａ，３ｄ，３ｇは、誘引光源２１からの距離が略５
～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望まし
く、それ以外の補助光源３ｂ，３ｃ，３ｅ，３ｆ，３ｈは、各々、他の補助光源（３ａ，
３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｈのうちの少なくとも何れか１つ）からの距離が略５
～１０ｍの範囲内で、他の補助光源からの誘引補助光が照射される範囲内に設置するのが
望ましい。
【００７６】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈを常時点灯
した状態とされる。
【００７７】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，
３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈにより、上記第３の実施形態と同様に飛翔害虫を積極的に誘引光
源２１に誘引・定着・誘導することができ、圃場１０内の飛翔害虫を効率よく誘引捕獲で
きる。しかも、補助光源３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈを光誘引捕虫
器２の設置位置を中心として放射状に複数列に設置することにより、上記第３の実施形態
と比較して、より効果的に飛翔害虫を誘引光源２１に誘引でき、より効率よく飛翔害虫を
誘引捕獲できる。
【００７８】
＜第６の実施形態＞
　次に、第６の実施形態について説明する。図６（ａ）（ｂ）は、第６の実施形態に係る
光誘引捕虫システムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される
圃場１０は、上記第１の実施形態よりも短い矩形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫
システム１は、１台の光誘引捕虫器２と、１つの補助光源３ａと、誘引光源２の位置から
補助光源３ａを直接見えないようにする遮光板４ａとを備えている。
【００７９】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【００８０】
　補助光源３ａは、上記第１の実施形態と同様の構成である。補助光源３ａは、圃場１０
内の作物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設置されており、
補助光源３ａの設置高さは、誘引光源２１の設置高さよりも高くなっている。補助光源３
ａは、誘引光源２１からの距離が略５～１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照
射される範囲内に設置するのが望ましい。
【００８１】
　遮光板４ａは、補助光源３ａの周りに設置されており、補助光源３ａから放射された誘
引補助光が誘引光源２１の周辺に照射されないように、補助光源３ａから放射された誘引
補助光を遮光している。
【００８２】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
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引光源２１と補助光源３ａの両方を点灯した状態（図６（ａ）参照）と、光誘引捕虫器２
の誘引光源２１だけを点灯して補助光源３ａを消灯した状態（図６（ｂ）参照）とを周期
的に繰り返す。
【００８３】
　図７は、上記光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源３ａの点灯動作を示す。誘
引光源２１は、光誘引捕虫システム１の動作中、常時点灯した状態とされる。一方、補助
光源３ａは、周期的に点灯・消灯が繰り返される。
【００８４】
　これにより、光誘引捕虫システム１は、上述のように、飛翔害虫を誘引捕獲するための
動作中、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ａの両方を点灯した状態と、光誘引
捕虫器２の誘引光源２１だけを点灯して補助光源３ａを消灯した状態とが、周期的に繰り
返される。補助光源３ａの点灯・消灯は、略５～１０分間隔で点灯と消灯を切換えるのが
望ましい。
【００８５】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、補助光源３ａが周期的に点灯・消灯
を繰り返すことにより、補助光源３ａの点灯時には、補助光源３ａからの誘引補助光によ
って、光誘引捕虫器２からの誘引光が照射されない場所にいる害虫を補助光源３ａに誘引
でき、そして、補助光源３ａの消灯時には、光誘引捕虫器２からの誘引光だけが照射され
ることによって、補助光源３ａの点灯時に補助光源３ａに誘引されていた害虫を確実に光
誘引捕虫器２に誘引できる。従って、より効果的に害虫を光誘引捕虫器２に誘引でき、よ
り効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【００８６】
　また、遮光板４ａの存在により、誘引光源２１の位置から補助光源３ａが直接見えない
ため、誘引光源２１から補助光源３ａに害虫が逆行することを抑えることができ、より効
率よく害虫を誘引捕獲できる。なお、遮光板４ａは、必ずしも必要ではなく、遮光板４ａ
を設置しなくてもよい。
【００８７】
　なお、上記実施形態において、補助光源は、１つに限られず、複数設置してもよい。こ
の場合、複数の補助光源は、１列に設置してもよいし、複数列に設置してもよい。また、
光誘引捕虫器２は、圃場１０の端に限られず、圃場１０の中央や隅に設置してもよい。光
誘引捕虫器２を圃場１０の中央に設置する場合は、複数の補助光源を光誘引捕虫器２の両
側又は周囲に分散して設置するのが望ましい。圃場１０の形状は、矩形状に限られず、他
の形状であってもよい。
【００８８】
＜第７の実施形態＞
　次に、第７の実施形態について説明する。図８（ａ）（ｂ）は、第７の実施形態に係る
光誘引捕虫システムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用される
圃場１０は、上記第１の実施形態と同じ形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫システ
ム１は、１台の光誘引捕虫器２と、２つの補助光源３ａ，３ｂと、誘引光源２の位置から
補助光源３ａを直接見えないようにする遮光板４ａと、誘引光源２の位置から補助光源３
ｂを直接見えないようにする遮光板４ｂとを備えている。
【００８９】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【００９０】
　補助光源３ａ，３ｂは、各々、上記第１の実施形態と同様の構成である。これらの補助
光源３ａ，３ｂは、何れも、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘
引光の照射範囲内に設置されている。補助光源３ａ，３ｂの設置高さは、略同じ高さで、
誘引光源２１の設置高さよりも高くなっている。
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【００９１】
　補助光源３ａと補助光源３ｂでは、補助光源３ａの方が誘引光源２１の近くに設置され
ている。誘引光源２１に近い方の補助光源３ａは、誘引光源２１からの距離が略５～１０
ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望ましく、誘
引光源２１から遠い方の補助光源３ｂは、補助光源３ａからの距離が略５～１０ｍの範囲
で、補助光源３ａからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置するのが望ましい。
【００９２】
　遮光板４ａは、補助光源３ａの周りに設置されており、補助光源３ａから放射された誘
引補助光が誘引光源２１の周辺に照射されないように、補助光源３ａから放射された誘引
補助光を遮光している。遮光板４ｂは、補助光源３ｂの周りに設置されており、補助光源
３ｂから放射された誘引補助光が誘引光源２１の周辺に照射されないように、補助光源３
ｂから放射された誘引補助光を遮光している。
【００９３】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、光誘引捕虫器２の誘
引光源２１と補助光源３ｂを点灯して補助光源３ａを消灯した状態（図８（ａ）参照）と
、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ａを点灯して補助光源３ｂを消灯した状態
（図８（ｂ）参照）とを周期的に繰り返す。
【００９４】
　図９は、上記光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂの点灯動作を示
す。誘引光源２１は、光誘引捕虫システム１の動作中、常時点灯した状態とされる。一方
、補助光源３ａ，３ｂは、誘引光源２１から遠くにある補助光源３ｂから誘引光源２１の
近くにある補助光源３ａの順に、点灯・消灯が周期的に繰り返される。具体的には、まず
、補助光源３ｂが点灯して補助光源３ａが消灯した状態とされ、次に、補助光源３ａが点
灯して補助光源３ｂが消灯した状態とされ、このような点灯・消灯状態が周期的に繰り返
される。
【００９５】
　これにより、光誘引捕虫システム１は、上述のように、飛翔害虫を誘引捕獲するための
動作中、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ｂを点灯して補助光源３ａを消灯し
た状態と、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ａを点灯して補助光源３ｂを消灯
した状態とが、周期的に繰り返される。補助光源３ａ，３ｂの点灯・消灯は、略５～１０
分間隔で点灯と消灯を切換えるのが望ましい。
【００９６】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、光誘引捕虫器２から遠くにある補助
光源３ｂから光誘引捕虫器２の近くにある補助光源３ａの順に、各補助光源３ａ，３ｂが
周期的に点灯・消灯を繰り返すことにより、遠くにある補助光源３ｂから近くにある補助
光源３ａへ、さらには、近くにある補助光源３ａから光誘引捕虫器２へと、より効果的に
害虫を光誘引捕虫器２に誘引でき、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【００９７】
　また、遮光板４ａ，４ｂの存在により、誘引光源２１の位置から補助光源３ａ，３ｂが
直接見えないため、誘引光源２１から補助光源３ａや補助光源３ｂに害虫が逆行すること
を抑えることができ、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。なお、遮光板４ａ，４ｂは、
必ずしも必要ではなく、遮光板４ａ，４ｂを設置しなくてもよい。
【００９８】
　なお、上記実施形態において、補助光源は、３つ以上設置してもよい。この場合、補助
光源は、誘引光源２１から略５～１０ｍ間隔で設置するのが好ましく、誘引光源２１から
遠くにある補助光源から誘引光源２１の近くにある補助光源の順に、点灯・消灯が周期的
に繰り返される。また、各補助光源は、他の補助光源と点灯期間又は消灯期間が一部重複
していてもよい。圃場１０の形状は、矩形状に限られず、他の形状であってもよい。
【００９９】
＜第８の実施形態＞
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　次に、第８の実施形態について説明する。図１０（ａ）（ｂ）は、第８の実施形態に係
る光誘引捕虫システムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用され
る圃場１０は、上記第１の実施形態と同じ形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫シス
テム１は、上記第１の実施形態と同様に、１台の光誘引捕虫器２と、２つの補助光源３ａ
，３ｂとを備えている。但し、本実施形態の光誘引捕虫システム１は、補助光源３ａ，３
ｂの点灯動作が上記第１の実施形態と異なっている。また、本実施形態の光誘引捕虫シス
テム１は、上記第７の実施形態における遮光板４ａ，４ｂ（図８（ａ）（ｂ）参照）を備
えていない点、及び補助光源３ａ，３ｂの点灯動作が上記第７の実施形態と異なっている
。
【０１００】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【０１０１】
　補助光源３ａ，３ｂは、各々、上記第１の実施形態と同様の構成である。これらの補助
光源３ａ，３ｂは、上記第１の実施形態と同様に設置されている。すなわち、補助光源３
ａ，３ｂは、何れも、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、誘引光源２１による誘引光の
照射範囲内に設置されている。また、補助光源３ａ，３ｂの設置高さＨａ，Ｈｂは、略同
じ高さで、誘引光源２１の設置高さＨｏよりも高くなっている。さらに、誘引光源２１に
近い方の補助光源３ａは、誘引光源２１からの距離Ｌａが略５～１０ｍの範囲で、誘引光
源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望ましく、誘引光源２１から遠い
方の補助光源３ｂは、補助光源３ａからの距離Ｌｂが略５～１０ｍの範囲で、補助光源３
ａからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置するのが望ましい。
【０１０２】
　本実施形態では、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中の補助光源３ａ，３ｂの点灯動
作が上記第１の実施形態と異なっており、光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲
するための動作中、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ａ，３ｂの全てを点灯し
た状態と、誘引光源２１と補助光源３ｂを点灯して補助光源３ａを消灯した状態（図１０
（ａ）参照）と、誘引光源２１と補助光源３ａを点灯して補助光源３ｂを消灯した状態（
図１０（ｂ）参照）と、誘引光源２１だけを点灯して補助光源３ａ，３ｂを消灯した状態
とを周期的に繰り返す。
【０１０３】
　図１１は、上記光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂの点灯動作を
示す。誘引光源２１は、光誘引捕虫システム１の動作中、常時点灯した状態とされる。一
方、補助光源３ａ，３ｂは、誘引光源２１から遠くにある補助光源３ｂから誘引光源２１
の近くにある補助光源３ａの順に、点灯・消灯が周期的に繰り返される。具体的には、ま
ず、両方の補助光源３ａ，３ｂが点灯した状態とされ、次に、補助光源３ｂが点灯して補
助光源３ａが消灯した状態とされ、次に、補助光源３ａが点灯して補助光源３ｂが消灯し
た状態とされ、次に、両方の補助光源３ａ，３ｂが消灯した状態とされ、このような点灯
・消灯状態が周期的に繰り返される。
【０１０４】
　これにより、光誘引捕虫システム１は、上述のように、飛翔害虫を誘引捕獲するための
動作中、光誘引捕虫器２の誘引光源２１と補助光源３ａ，３ｂの全てを点灯した状態と、
誘引光源２１と補助光源３ｂを点灯して補助光源３ａを消灯した状態と、誘引光源２１と
補助光源３ａを点灯して補助光源３ｂを消灯した状態と、誘引光源２１だけを点灯して補
助光源３ａ，３ｂを消灯した状態とが、周期的に繰り返される。
【０１０５】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、上記第７の実施形態と同様に、遠く
にある補助光源３ｂから近くにある補助光源３ａへ、さらには、近くにある補助光源３ａ
から光誘引捕虫器２へと、より効果的に害虫を光誘引捕虫器２に誘引でき、より効率よく
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害虫を誘引捕獲できる。また、上記第１の実施形態と比較して、より効率よく害虫を誘引
捕獲できる。
【０１０６】
　このような構成の光誘引捕虫システム１の実施例を以下に示す。上記第１の実施形態の
実施例と同様に、誘引光源２１の放射出力が２０ｗである光誘引捕虫器２を用いると共に
、補助光源３ａ，３ｂに各々５ｗ（誘引光源２１の１／４の放射出力）の紫外線ランプを
用い、光誘引捕虫器２を圃場１０の端に設置し、誘引光源２１の設置高さＨｏ＝１ｍ、補
助光源３ａの設置高さＨａ＝２．５ｍ、補助光源３ｂの設置高さＨｂ＝２．５ｍ、誘引光
源２１から補助光源３ａまでの距離Ｌａ＝５ｍ、補助光源３ａから補助光源３ｂまでの距
離Ｌｂ＝８ｍとした。
【０１０７】
　そして、上記第１の実施形態の実施例（光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源
３ａ，３ｂを常時点灯する構成）とは異なり、最初の１５分間は、光誘引捕虫器２の誘引
光源２１と補助光源３ａ，３ｂの全てを点灯し、次の１０分間は、誘引光源２１と補助光
源３ｂを点灯して補助光源３ａを消灯し、その次の１５分間は、誘引光源２１と補助光源
３ａを点灯して補助光源３ｂを消灯し、さらに次の１５分間は、誘引光源２１だけを点灯
して補助光源３ａ，３ｂを消灯し、このような点灯・消灯状態を繰り返して、上記光誘引
捕虫システム１を実施した。
【０１０８】
　その結果、補助光源３ａ，３ｂを設置せずに光誘引捕虫器２（誘引光源２１の放射出力
が２０ｗ）を１台だけ設置した場合には、飛翔害虫を１８２匹しか捕獲できなかったのに
対し、本実施例では、飛翔害虫を１４００匹も捕獲することができた。このように、本実
施例では、補助光源３ａ，３ｂを設置せずに１台の光誘引捕虫器２を単独で設置した場合
と比較して、圃場１０内の飛翔害虫の誘引捕獲効果が大幅に向上した。
【０１０９】
＜第９の実施形態＞
　次に、第９の実施形態について説明する。図１２（ａ）（ｂ）は、第９の実施形態に係
る光誘引捕虫システムの構成を示す。本実施形態では、光誘引捕虫システム１が適用され
る圃場１０は、上記第１の実施形態と同じ形状をしており、本実施形態の光誘引捕虫シス
テム１は、上記第１の実施形態と同様に、１台の光誘引捕虫器２と、２つの補助光源３ａ
，３ｂとを備えている。但し、本実施形態の光誘引捕虫システム１は、補助光源３ａ，３
ｂの高さ方向の配置構成が上記第１の実施形態と異なっている。
【０１１０】
　光誘引捕虫器２は、上記第１の実施形態と同様の構成である。光誘引捕虫器２は、上記
第１の実施形態と同様に圃場１０内の端に設置されて、飛翔害虫を誘引するための誘引光
を圃場１０内の端から中央側に向けて照射する。
【０１１１】
　補助光源３ａ，３ｂは、各々、上記第１の実施形態と同様の構成である。これらの補助
光源３ａ，３ｂは、上記第１の実施形態と同様に、圃場１０内の作物１１上方で、かつ、
誘引光源２１による誘引光の照射範囲内に設置されている。また、上記第１の実施形態と
同様に、誘引光源２１に近い方の補助光源３ａは、誘引光源２１からの距離Ｌａが略５～
１０ｍの範囲で、誘引光源２１からの誘引光が照射される範囲内に設置するのが望ましく
、誘引光源２１から遠い方の補助光源３ｂは、補助光源３ａからの距離Ｌｂが略５～１０
ｍの範囲で、補助光源３ａからの誘引補助光が照射される範囲内に設置に設置するのが望
ましい。
【０１１２】
　本実施形態では、補助光源３ａ，３ｂの高さ方向の配置構成が上記第１の実施形態と異
なっており、誘引光源２１の近にある補助光源３ａの設置高さＨａは、飛翔害虫の上方へ
飛翔する特徴を踏まえて、誘引光源２１から遠くにある補助光源３ｂの設置高さＨｂより
も高くなっている。補助光源３ａの設置高さＨａは、補助光源３ｂの設置高さＨｂよりも
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略１０ｃｍ以上高くするのが望ましい。補助光源３ａ，３ｂの設置高さＨａ、Ｈｂは、何
れも、誘引光源２１の設置高さＨｏよりも高くなっている。
【０１１３】
　光誘引捕虫システム１は、飛翔害虫を誘引捕獲するための動作中、上記第１の実施形態
と同様に光誘引捕虫器２の誘引光源２１、及び補助光源３ａ，３ｂを常時点灯した状態と
される。
【０１１４】
　このような構成の光誘引捕虫システム１によれば、誘引光源２１の近にある補助光源３
ａを誘引光源２１から遠くにある補助光源３ｂよりも高く設置することにより、飛翔害虫
の上方へ飛翔する習性を利用して、より効果的に害虫を誘引光源に誘引でき、上記第１の
実施形態と比較して、より効率よく害虫を誘引捕獲できる。
【０１１５】
　このような構成の光誘引捕虫システム１の実施例を以下に示す。上記第１の実施形態の
実施例と同様に、誘引光源２１の放射出力が２０ｗである光誘引捕虫器２を用いると共に
、補助光源３ａ，３ｂに各々５ｗ（誘引光源２１の１／４の放射出力）の紫外線ランプを
用い、光誘引捕虫器２を圃場１０の端に設置し、また、誘引光源２１の設置高さＨｏ＝１
ｍとした。
【０１１６】
　そして、上記第１の実施形態の実施例（補助光源３ａの設置高さＨａと補助光源３ｂの
設置高さＨｂが同じである構成）とは異なり、補助光源３ａの設置高さＨａ＝２．５ｍ、
補助光源３ｂの設置高さＨｂ＝２．２ｍ、誘引光源２１から補助光源３ａまでの距離Ｌａ
＝５ｍ、補助光源３ａから補助光源３ｂまでの距離Ｌｂ＝８ｍとして、上記光誘引捕虫シ
ステム１を実施した。
【０１１７】
　その結果、補助光源３ａ，３ｂを設置せずに光誘引捕虫器２（誘引光源２１の放射出力
が２０ｗ）を１台だけ設置した場合には、飛翔害虫を３４９匹しか捕獲できなかったのに
対し、本実施例では、飛翔害虫を１７５２匹も捕獲することができた。なお、上記第１の
実施形態の実施例（補助光源３ａの設置高さＨａと補助光源３ｂの設置高さＨｂが同じで
ある構成）では、飛翔害虫を１３３７匹捕獲できた。このように、本実施例では、補助光
源３ａ，３ｂを設置せずに１台の光誘引捕虫器２を単独で設置した場合と比較して、圃場
１０内の飛翔害虫の誘引捕獲効果が大幅に向上し、また、上記第１の実施形態の実施例と
比較しても、飛翔害虫の誘引捕獲効果が向上した。
【０１１８】
　なお、上記実施形態において、３つ以上の補助光源を１列又は複数列に設置してもよい
。また、光誘引捕虫器２を圃場１０の中央に設置して、光誘引捕虫器２の両側又は周囲に
３つ以上の補助光源を分散して設置してもよい。圃場１０の形状は、矩形状に限られず、
他の形状であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】（ａ）は本発明の第１の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す横から
見た図、（ｂ）は同上から見た図。
【図２】本発明の本発明の第２の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す横から
見た図。
【図３】本発明の本発明の第３の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す上から
見た図。
【図４】本発明の本発明の第４の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す上から
見た図。
【図５】本発明の本発明の第５の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す上から
見た図。
【図６】（ａ）は本発明の第６の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す補助光
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源点灯時の横から見た図、（ｂ）は同補助光源消灯時の横から見た図。
【図７】同光誘引捕虫システムの誘引光源及び補助光源の点灯動作を示す図。
【図８】（ａ）は本発明の第７の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す一方の
補助光源点灯時の横から見た図、（ｂ）は同他方の補助光源点灯時の横から見た図。
【図９】同光誘引捕虫システムの誘引光源及び補助光源の点灯動作を示す図。
【図１０】（ａ）は本発明の第８の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す一方
の補助光源点灯時の横から見た図、（ｂ）は同他方の補助光源点灯時の横から見た図。
【図１１】同光誘引捕虫システムの誘引光源及び補助光源の点灯動作を示す図。
【図１２】（ａ）は本発明の第９の実施形態に係る光誘引捕虫システムの構成を示す横か
ら見た図、（ｂ）は同上から見た図。
【図１３】従来の光誘引捕虫器の誘引光の光波長成分、及び光波長成分に対する飛翔害虫
の誘引性特性を示す図。
【符号の説明】
【０１２０】
　１　　光誘引捕虫システム
　２　　光誘引捕虫器
　３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈ　　補助光源
　４ａ，４ｂ　　遮光板
　１０　　圃場
　１１　　作物
　１２　　畝
　１３　　通路
　２１　　誘引光源
　２２　　反射板
　２３　　捕虫容器
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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